「大局将棋」考案の背景と創作過程に関する考察―各種大型将棋との比較と「天竺大将棋」の影響、なぜ804枚の超大型将棋が作られたのか― by 古作 登
大局将棋制作の背景──基にしたのは泰将棋と天竺大将棋、家格を高めるため創案か
日本における大型将棋の発展は平安時代の大将棋、通称 平安大将棋 に端を発するが、鎌
倉時代から室町時代に大型化の流れは加速し、摩訶大大将棋（ マス、 種 枚）、泰将





──各種大型将棋との比較と 天竺大将棋 の影響、なぜ 枚の超大型将
棋が作られたのか
古 作 登















































（享保 ）年に 歳の若さで名人を襲位するが、当時名人になるためには幕府に 献上図式
と呼ばれる詰将棋集を納めたのち、というのが慣例だった。図式献上前の名人襲位はそれだけ


























（ マス、 種 枚）、あるいは中将棋（ マス、 種 枚）の拡張形と考えられて
いる。盤のサイズは少しだけ大きい マス、駒は 種 枚になった。
天竺大将棋が大将棋や室町時代に流行した中将棋と大きく違うのは歩兵の前の最前列に位置
していた 仲人 の駒の代わりに新たに 犬 が配置され、ほかにも 飛将 角将 大将
副将 横兵 竪兵 車兵 火鬼 獅鷹 奔鷲 の駒が追加された。これらの駒の多く
が室町時代までに成立した他の大型将棋の駒とは違い、極めて働きの強い駒であることだ。天
竺大将棋が文献に残っているのは江戸時代に発行された 諸象戯図式 （ 世紀末）、 象戯図






天竺大将棋で初めて導入された駒。 獅子 の動きを拡大し 玉 の動きで 手（獅子は
手）指した位置（図の の位置すべて）に移動できるだけでなく、タテと斜めにはどこまでも
進む（矢印方向）ことができる。ただしいずれの場合も駒を飛び越えることはできない。極め
つけは移動先で の位置にある敵の駒は 焼く ことで一度に取ることができるというもの。
まさしく 火 の働きそのもので、一度移動することにより最大 個の敵駒を盤上から消滅さ
せることが可能。
























写真 大局将棋 手前に映っている自陣の駒だけでも 枚あり泰将棋の総駒数を超えている
大局将棋はそれ以前の時代最大の泰将棋（ マス、 種 枚）より駒の種類も数も
倍以上という、それまでにない大規模な拡張を遂げている。平安時代に大型将棋の流れを作っ
た原点ともいえる 酔象 の導入に関しては、 仏所行讃 を代表とするいくつかの仏典に記
された 酔象調伏伝説 の影響が極めて強いと考えられるが、その最終形として室町時代まで
に完成したのが泰将棋、さらに拡張しようと江戸時代に考案されたのが大局将棋といえよう。
当初、玉将、金将、銀将、桂馬、香車、歩兵の 種 枚しかなかった 平安将棋 に酔象が

















が前述の 火鬼 や 大将 、これらは大将棋や中将棋で最も強力とされる 獅子 の働きを










の 仲人 （ちゅうにん）と似ているが、天竺大将棋では動きが 犬 の文字にあわせて 逆










弩兵（どへい） 大局将棋で初めて追加された駒。 弩 の文字は強い弓を意味し大局将
棋で初めて追加された文字。武器の名称の下に 兵 の文字を追加し駒の性質を表した。 刀
兵 鎗兵 （そうへい）、 騎兵 も同様の意図で作られた駒と推測される。
竪狗（しゅく） 大局将棋で初めて追加された駒。 竪馬 （しゅば）、 竪豹 （しゅひょ
う）と同じ系列。 竪 の文字は上下や前後、タテを意味し 竪行 の駒は中将棋 泰将棋の
すべてに存在するのでタテに働きの強い駒として種類を増やしたと考えられる。
大旗（だいき） 大局将棋で追加された駒。 小旗 前旗 後旗 と 旗 の前に大き
さや位置を表す文字を追加している。働きはかなり強力。
風将（ふうしょう） 大局将棋で追加された駒。 弓将 （きゅうしょう）、 雑将 （ざつ
しょう）、 炮将 （ほうしょう）、 弩将 （どしょう）、 刀将 （とうしょう）、 副将 （ふく
しょう）、 山将 、 川将 、 馬将 、 牛将 など古来使われてきた 将 の頭に文字を当ては
めて命名、動きが定義されたと思われる。
山鳩（さんきゅう） 大局将棋で追加された駒。 大鳩 山鷹 など鳥の名前を追加した
駒も同系列。
吼犬（こうけん） 大局将棋で追加された駒。犬の文字が下に付くため 狛犬 を基に作
られたと考えられる。動きも 狛犬 に準じてかなり強力。
走馬（そうま） 走狗 走蛇 走虎 走熊 など生き物の名前の前に 走 の文字
を加えただけの駒は多く、いずれも大局将棋で初めて追加された駒である。駒の動きは 走
の文字に合わせて前後には何マスも動け、成った時の動きが種類によって違う。
右虎（うこ） 左虎 右龍 左龍 も同系列。初期配置の右左を意味する文字と、そ
れまでの各駒に使われていた文字を組み合わせたものと推測できる。
森鬼（しんき） 鬼 の文字を使ったのは泰将棋、大大将棋にも存在する 奔鬼 にな
ぞらえたのだろう。 火鬼 林鬼 も同系列。
木車（もくしゃ） 石車 金車 銀車 も同様に車の前に材質を表す文字を追加し
た。












年、フジテレビの 番組 トリビアの泉 の企画で大局将棋をプロ棋士同士が対局し
てみたが、睡眠など休憩をはさみ 日経っても詰ますところまではいかず投了によって決着し
た。番組発表の記録によれば、対局時間は 日間に及び、のべ 時間あまり、総手数 手。
局後の対局者の感想も とにかく疲れました 、 もう二度と指したくないです といった否定
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